立原道造の詩による混声合唱曲 5 しかし 僕は 6 夕ぐれの うすらあかりは 7 やがて 林を蔽ふ by 澤田 博
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五
 
しかし
 僕は
 
立原道造
 
 
 しかし
 
僕は
 
かへつて來た
 
おまへのほとりに
 
草にかくれた小川よ
 
また
 
おまへに言ふために
 
だがけふだつて
 
それはやさしいことなのだ
 
と
 
 手にさはる
 
雜草よ
 
さわぐ雲よ
 
僕は
 
身をよこたへる
 
もう疲れと
 
眠りと
 
眞晝の空の
 
ふかい淵に……
 
 風はどこに？
 
と
 
僕はたづねた
 
 
そして
 
僕のこころは？
 
と
 
あのやうな問ひを
 
いまはくりかへしは
 
しないだらう――
 
しかし
 
すぎてしまつた日の
 
古い唄のやうに
 
 うたつたらいい
 
風よ
 
小川よ
 
ひねもす
 
僕のそばで
 
なぜまたかへつて來た
 
と
 
僕の耳に
 
ささやく
 
甘い切ないしらべで
 
 
  
 
 
 
 六
 
夕ぐれの
 うすらあかりは
 
立原道造
 
 
夕ぐれの
 
うすらあかりは
 
闇になり
 
いま
 
あたらしい生は
 
生れる
 
だれが
 
かへりを
 
とどめられよう！
 
光の
 
生れる
 
ふかい夜に――
 
 さまよふやうに
 
ながれるやうに
 
かへりゆけ！
 
風よ
 
ながれるやうに
 
さまよふやうに
 
 ながくつづく
 
まどろみに
 
別れたものらは
 
はるかから
 
ふたたびあつまる
 
もう泪するものは
 
だれもゐない……風よ
 
 おまへは
 
いまは
 
不安なあこがれで
 
明るい星の方へ
 
おもむかうとする
 
うたふやうな愛に
 
擔はれながら
 
 
擔はれながら
 
夕ぐれの
 
うすらあかりは
 
闇になり
 
 
   
 
 
七
 
やがて
 林を蔽ふ
 
立原道造
 
 
やがて
 
林を蔽ふ
 
よわよわしい
 
うすやみのなかに
 
孤獨をささへやうとするやうに
 
一本の白樺が
 
さびしく
 
ふるへて
 
立つてゐる
 
 一日の
 
のこりの風が
 
あちらこちらの梢をさはつ
 
かすかなかすかな音を立てる
 
あたりから
 
乏しいかげを消してゆくやうに
 
 （光の ぶたちは にをきづかうとした？）
 
――日々のなかの目立たない言葉がわ れられ
 
夕映にきいた
 
ひとつは
 
心によみがへる
 
 風よ
 
おまへだ
 
そのやうなときに
 
僕に
 
徒勞の名を告げるのは
 
しかし
 
告げるな！
 
草や木がほろびたとは……
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